
李
　
眞
惠
（
い　

じ
ん
へ
）

　

日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
、
韓
国
ソ

ウ
ル
出
身
。
韓
国
外
国
語
大
学
中
央
ア
ジ
ア
語
科
時

代
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
留
学
し
、
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム

と
の
交
流
の
経
験
か
ら
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
に
関
心
を

持
っ
て
き
ま
し
た
。
同
大
学
大
学
院
で
修
士
課
程
を

経
て
、
二
〇
一
三
年
に
渡
日
し
、
二
〇
一
九
年
に
京

都
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
で
カ

ザ
フ
ス
タ
ン 

・
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
に
関
す
る
研
究

を
テ
ー
マ
に
地
域
研
究
博
士
学
位
を
取
得
し
ま
し

た
。
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
文
学
の
展
開
と
復
興
を
導

い
て
き
た
『
コ
リ
ョ
・
イ
ル
ボ
』（
高
麗
日
報
）
を

主
な
研
究
資
料
と
し
て
研
究
し
て
い
る
中
、コ
リ
ョ
・

サ
ラ
ム
の
文
学
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
彼
ら

の
作
品
を
読
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
、
立
命
館
大
学

に
所
属
し
て
お
り
、
著
書
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

石
井
　
啓
一
郎　
（
い
し
い　

け
い
い
ち
ろ
う
）

　

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
こ
こ
数
年
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
語
文
学
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、

当
研
究
会
で
二
〇
一
五
年
に
行
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
直
接
的
な
ご
縁
で
し
た
が
、
原
点
は
イ
ラ
ン
の
ア

ー
ザ
リ
ー
系
ペ
ル
シ
ア
語
作
家
で
あ
っ
た
サ
マ
ド
・

ベ
フ
ラ
ン
ギ
ー
の
作
品
に
自
分
と
波
長
が
合
う
も
の

を
感
じ
た
か
ら
で
し
た
。
け
れ
ど「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」

に
本
能
的
に
心
を
惹
か
れ
る
個
人
的
傾
向
の
真
因

は
、
遠
い
昔
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
米
国
育
ち
の
「
帰
国
生
」

と
し
て
日
本
の
小
学
校
へ
逆
輸
入
さ
れ
た
と
き
、
何

に
お
い
て
も
周
囲
と
「
違
う
」
こ
と
が
寸
分
も
許
容

さ
れ
な
い
こ
と
に
度
肝
を
抜
か
れ
、
子
供
心
に
「
わ

が
祖
国
」
に
対
し
て
困
惑
を
覚
え
た
実
体
験
に
遡
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
と
よ
り
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
特
に
オ
ペ
ラ
、
バ

レ
エ
の
熱
烈
で
オ
タ
ク
的
な
愛
好
者
で
す
が
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
関
わ
っ
て
、
ザ
カ
フ
カ
ー
ス
の
民

俗
的
な
音
楽
素
材
や
物
語
か
ら
国
民
楽
派
的
な
オ
ペ

ラ
を
数
多
く
創
っ
た
作
曲
家
ユ
ゼ
イ
ル
・
ハ
ジ
ュ
ベ

ヨ
フ
を
知
り
、
こ
こ
数
年
の
文
学
へ
の
取
り
組
み
に

新
し
い
視
点
と
し
て
活
か
せ
な
い
か
と
最
近
し
き
り

に
考
え
て
い
ま
す
。

石
川
　
清
子　
（
い
し
か
わ　

き
よ
こ
）

　

一
九
五
五
年
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
七
〇
年
代
、
シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
や
ヌ
ー
ヴ
ォ
・
ロ
マ
ン
な
ど
、
フ

ラ
ン
ス
文
学
の
「
前
衛
」
か
ら
出
発
し
て
、
前
世
紀

の
終
わ
り
に
マ
グ
レ
ブ
（
北
ア
フ
リ
力
）、
と
り
わ

け
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
フ
ラ
ン
ス
語
小
説
に
た
ど
り
着

き
ま
し
た
。
何
冊
か
訳
書
を
出
し
、
著
者
す
べ
て
に

お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
抄
訳
し
た

ジ
ェ
バ
ー
ル
と
は
二
〇
〇
九
年
、
パ
リ
の
ア
パ
ル
ト

マ
ン
で
。
辛
口
批
評
の
熱
弁
に
た
じ
ろ
ぎ
ま
し
た

が
、
急
逝
し
た
作
家
と
過
ご
し
た
貴
重
な
ひ
と
時
で

し
た
。
マ
グ
レ
ブ
作
家
の
訳
書
と
し
て
、タ
ハ
ー
ル
・

ベ
ン
・
ジ
ェ
ル
ー
ン
『
不
在
者
の
祈
り
』（
国
書
刊

行
会
、
一
九
九
八
年
）、
ア
シ
ア
・
ジ
ェ
バ
ー
ル
『
愛
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、

ヤ
ミ
ナ
・
ベ
ン
ギ
ギ
『
移
民
の
記
憶
』（
水
声
社
、

二
〇
一
九
年
）。
現
在
、
レ
イ
ラ
・
セ
バ
ー
ル
の
初

期
小
説
を
翻
訳
中
。
セ
バ
ー
ル
も
ベ
ン
ギ
ギ
も
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
に
根
ざ
し
た
作
品
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

フ
ラ
ン
ス
在
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
。
両
義
性
、
越
境
性

が
こ
の
文
学
の
面
白
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

磯
部
　
加
代
子　
（
い
そ
べ　

か
よ
こ
）

　

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
一
九
九
九
年
か
ら

二
〇
〇
一
年
ま
で
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
在
住
。

二
〇
〇 

二
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
日
本
の
ト
ル

コ
企
業
に
勤
務
。
二
〇
〇
三
年
よ
り
埼
玉
県
川
口
・

蕨
市
を
中
心
に
居
住
し
て
い
る
ク
ル
ド
人
難
民
申
請

者
た
ち
の
通
訳
な
ど
を
行
う
。
二
〇
二
〇
年
十
一
月

よ
り
在
日
ク
ル
ド
女
性
を
主
な
対
象
者
と
し
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
日
本
語
教
室
を

翻
訳
者
・
解
説
者
紹
介
（
五
十
音
順
）
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修
士
課
程
修
了
後
、一
九
八
八
年
か
ら
九
一
年
ま
で
、

在
モ
ロ
ッ
コ
日
本
国
大
使
館
に
専
門
調
査
員
と
し
て

三
年
ほ
ど
勤
務
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
京
都
大
学
大

学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
の
教
員
と
し
て
、
ア
ラ

ビ
ア
語
と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
の
一
環 

と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。

学
部
生
の
と
き
、
ガ
ッ
サ
ー
ン
・
カ
ナ
フ
ァ
ー
ニ
ー

の
『
太
陽
の
男
た
ち
／
ハ
イ
フ
ァ
に
戻
っ
て
』
を
読

ん
で
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
文
学
を
通
し
て
パ
レ
ス

チ
ナ
問
題
を
思
想
的
に
考
え
た
い
と
文
学
の
道
を
志

し
ま
し
た
。
翻
訳
は
、『
季
刊　

前
夜
』（
二
〇
〇
四

―
二
〇
〇
八
年
）
に
カ
ナ
フ
ァ
ー
ニ
ー
の
短
編
い
く

つ
か
と
「
ハ
イ
フ
ァ
ー
に
戻
っ
て
」
の
新
訳
を
連
載
。

ほ
か
に
タ
ー
ハ
ル
・
ベ
ン
＝ 

ジ
ェ
ル
ー
ン
『
火
に

よ
っ
て
』 （
原
作
仏
語
、
以
文
社
、
二
〇
一
ニ
年
）

な
ど
。著
書
と
し
て『
ア
ラ
ブ 

祈
り
と
し
て
の
文
学
』

（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）、『
ガ
ザ
に
地
下
鉄

が
走
る
日
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
ほ
か
。

岡
崎
　
弘
樹
（
お
か
ざ
き　

ひ
ろ
き
）

　

一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
専
門
は
、
ア
ラ
ブ
近
代

政
治
思
想
、
お
よ
び
現
代
シ
リ
ア
文
化
研
究
。

二
〇
〇
三
年
か
ら
〇
九
年
に
か
け
て
仏
研
究
所
研
究

員
や
日
本
大
使
館
の
政
務
ア
タ
ッ
シ
ェ
と
し
て
ダ
マ

ス
カ
ス
に
滞
在
。
元
政
治
囚
の
シ
リ
ア
人
作
家
た
ち

と
付
き
合
う
中
で
、
彼
ら
の
生
命
力
と
知
的
誠
実
さ

鵜
戸
　
聡　
（
う
ど　

さ
と
し
）

　

南
九
州
出
身
。
東
大
駒
場
に
十
数
年
学
ん
で
よ
う

や
く
博
士
号
を
取
得
（
地
域
文
化
研
究
専
攻
）。
故

郷
の
鹿
児
島
大
学
に
七
年
勤
め
た
の
ち
明
治
大
学
国

際
日
本
学
部
で
教
鞭
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
位
論
文
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
作
家
を
論
じ
た
「
コ

ス
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
の
カ
テ
ブ
・
ヤ
シ
ン
作
品

―
―
ア
フ
リ
カ
性
と
民
衆
の
詩
学
を
め
ぐ
っ
て
―

―
」。
マ
グ
レ
ブ
や
レ
ヴ
ァ
ン
ト
の
仏
語
文
学
を
主

に
研
究
し
て
き
ま
し
た
が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
や
モ
ロ

ッ
コ
の
新
し
い
ア
ラ
ビ
ア
語
小
説
の
紹
介
も
目
指
し

て
い
ま
す
。
地
域
と
し
て
の
仏
語
圏
を
軸
に
し
て
、

東
ア
ジ
ア
と
の
比
較
を
交
え
つ
つ
、
ア
ラ
ブ
＝
ベ
ル

ベ
ル
文
学
を
多
言
語
的
に
理
解
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
五
十
周
年

を
機
に
「
マ
グ
レ
ブ
文
学
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。水
声
社
の
マ
グ
レ
ブ
文
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン「
エ

ル
・
ア
ト
ラ
ス
」
で
カ
メ
ル
・
ダ
ー
ウ
ド
『
も
う
ひ

と
つ
の
『
異
邦
人
』』
を
翻
訳
し
て
い
ま
す
。

岡
　
真
理　
（
お
か 

ま
り
）

　

一
九
六
〇
年
生
ま
れ
。専
門
は
現
代
ア
ラ
ブ
文
学
。

東
京
外
国
語
大
学
ア
ラ
ビ
ア
語
科
で
ア
ラ
ビ
ア
語
と

ア
ラ
ブ
文
学
を
学
び
、
学
部
四
年
の
と
き
に
エ
ジ
プ

卜
・
カ
イ
ロ
大
学
に
留
学
（
一
九
八
二
―
八
三
年
）。 

オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
。

　

作
品
の
翻
訳
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
ク
ル
ド
人

作
家
た
ち
や
、
在
日
ク
ル
ド
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協

力
を
経
て
完
成
し
た
、
ク
ル
ド
の
吟
遊
詩
人
で
あ

る
デ
ン
グ
ベ
ジ
ュ
を
巡
る
中
島
夏
樹
監
督
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画V

oices from
 the hom

eland

（
二
〇
二
一
年
）
の
撮
影
通
訳
、
字
幕
を
担
当
。
デ

ン
グ
ベ
ジ
ュ
と
は
ク
ル
ド
語
で
「
声
を
伝
え
る
者
」

と
言
う
意
味
な
の
だ
が
、
撮
影
旅
行
を
通
じ
て
ク
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
と
呼
ば
れ
る
ト
ル
コ
南
東
部
各
地
の
ク

ル
ド
人
た
ち
の
様
々
な
声
と
出
会
う
も
、
皮
肉
な
こ

と
に
、
こ
の
声
を
ト
ル
コ
語
を
通
じ
て
伝
え
る
役
目

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
ク
ル
ド
語
の
習

得
に
乗
り
出
す
か
、
否
か
、
そ
れ
が
問
題
だ
。

　

著
書
に
『
旅
の
指
さ
し
会
話
18
ト
ル
コ
』（
情

報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
、
二
〇
〇
六
年
）。
共
著
に

『
ク
ル
ド
人
を
知
る
た
め
の
55
章
』（
明
石
書
店
、

二
〇
一
九
年
）。
訳
書
に
オ
ル
サ
ー
・
ラ
マ
ザ
ン
『
魂

の
視
線
〜
光
の
教
師
か
ら
あ
な
た
へ
真
実
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
』（
高
木
書
房
、二
〇
一
一
年
）。
ム
ラ
ト
ハ
ン
・

ム
ン
ガ
ン
編
『
あ
る
デ
ル
ス
ィ
ム
の
物
語
』（
さ
わ

ら
び
舎
、
二
〇
一
七
年
）。
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に
感
銘
す
る
と
と
も
に
、
一
九
世
紀
以
来
の
ア
ラ
ブ

人
思
想
家
に
よ
る
自
己
批
判
の
精
神
史
の
解
明
を
志

す
。
パ
リ
第
三
大
学
ア
ラ
ブ
研
究
科
で
社
会
学
博
士

号
を
取
得
。
二
〇
二
一
年
度
ま
で
、
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）、
京
都
大
学
や
大
阪
大
学

ほ
か
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。
二
〇
二
二
年
度
よ

り
亜
細
亜
大
学
国
際
関
係
学
部
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
教
員
。
著
書
に
『
ア
ラ
ブ
近
代
思
想

家
の
専
制
批
判
―
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
〈
裏
返
し

の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
〉
の
間
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
二
一
年
）、
訳
書
に
ヤ
シ
ー
ン
・
ハ
ー
ジ
ュ
・

サ
ー
レ
ハ
『
シ
リ
ア
獄
中
獄
外
』（
み
す
ず
書
房
、

二
〇
二
〇
年
）
な
ど
。

小
谷
　
真
由
（
お
だ
に　

ま
ゆ
）

　

一
九
九
四
年
生
ま
れ
。
同
志
社
大
学
文
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
。
専
門
は
現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
。
卒

業
論
文
で
は
、
翻
訳
が
原
文
に
い
か
に
介
入
す
る
こ

と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
修
士
論
文

で
は
、
女
性
作
家
に
よ
る
移
民
文
学
に
お
け
る
「
名

前
」
と
「
書
く
こ
と
」
に
注
目
し
、
登
場
人
物
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
つ
い
て
論
じ
る
予
定
。
雑

誌EY
ESCREA

M

に
お
い
て
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ク
リ

フ
の
短
編
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
女
が
追
放
さ
れ

る
」
を
藤
井
光
先
生
と
共
訳
。

木
下
　
実
紀
（
き
の
し
た　

み
き
）

　

長
野
県
出
身
、
一
九
九
三
年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学

外
国
語
学
部
ペ
ル
シ
ア
語
専
攻
卒
業
、
同
大
学
言
語

文
化
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
、
現
在
は
後
期
課

程
に
在
籍
。
二
〇
一
九
―
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
イ

ラ
ン
の
テ
ヘ
ラ
ン
に
留
学
。
滞
在
時
は
、
国
内
で
の

デ
モ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
遮
断
や
、
ガ
ー
セ

ム
・
ソ
レ
イ
マ
ー
ニ
ー
司
令
官
の
暗
殺
、
そ
し
て
コ

ロ
ナ
禍
に
至
る
ま
で
、
混
乱
下
の
イ
ラ
ン
を
体
験
。

今
回
は
現
代
文
学
作
品
を
翻
訳
し
た
が
、
普
段
は
イ

ラ
ン
立
憲
革
命
期
の
文
学
を
研
究
対
象
と
し
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
当
時
の
翻
訳
文
学
作
品
に
独
特
の

創
造
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
惹
か
れ
、
原
作
と
の
差

異
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

金
　
友
子
　（

き
む 

う
ぢ
ゃ
）

　　

一
九
七
七
年
生
ま
れ
。
立
命
館
大
学
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
専
門
領
域
は
在
日

朝
鮮
人
を
め
ぐ
る
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
・
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
理
論
な
ど
。
在
日
朝
鮮
人
を
は
じ
め
と
し

て
朝
鮮
半
島
か
ら
世
界
各
地
に
離
散
し
た
朝
鮮
民
族

の
エ
ス
ニ
ッ
ク
／
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
彼
等
・
彼
女
ら
の
歴
史
と
思
想
を
研
究
す
る
傍

ら
、
離
散
民
が
居
住
国
に
お
い
て
社
会
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
し
て
直
面
す
る
差
別
や
抑
圧
の
問
題
に
関
心

を
も
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
韓
国
に
二

年
間
留
学
、
現
在
は
立
命
館
大
学
で
朝
鮮
語
を
教
え

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
訳
書
に
『
日
常
生
活
に
埋
め

込
ま
れ
た
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
―
―
人
種
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
性
的
指
向
：
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
向

け
ら
れ
る
無
意
識
の
差
別
』（
共
訳
、
明
石
書
店
、

二
〇
二
〇
年
）、『
社
会
学
的
想
像
力
の
再
検
討
―
―

連
な
り
あ
う
歴
史
記
述
の
た
め
に
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
三
年
）、『
生
と
芸
術
の
実
験
室
ス
ク
ウ
ォ

ッ
ト
―
ス
ク
ウ
ォ
ッ
ト
せ
よ
！
抵
抗
せ
よ
！
創
作
せ

よ
！
』（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）
な

ど
が
あ
る
。

久
野
　
量
一
（
く
の　

り
ょ
う
い
ち
）

　

一
九
六
七
年
生
ま
れ
。東
京
外
国
語
大
学
准
教
授
。

専
門
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
で
、
メ
キ
シ
コ
留
学

時
代
に
は
じ
め
て
行
っ
た
キ
ュ
ー
バ
、「
内
戦
」
と

呼
ば
れ
る
時
期
に
足
を
運
ん
だ
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
こ
の

二
つ
の
国
の
文
学
に
常
に
関
心
や
愛
着
を
持
っ
て
い

ま
す
。
最
近
の
関
心
は
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
（
証
言
の

文
学
）
で
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
革
命
後
に
こ
の
ジ
ャ
ン

ル
が
半
ば
公
式
化
し
て
多
く
の
作
品
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
当
事
者
の
固
有
の
語
り
と
芸
術
家
の
普
遍
化
の

力
が
ぶ
つ
か
り
合
う
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
と
い
う
場
所

に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

著
書
と
し
て
、『
島
の
「
重
さ
」
を
め
ぐ
っ
て
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範
と
す
る
大
学
に
あ
っ
て
ド
イ
ツ
系
に
属
す
と
な
れ

ば
、
傍
流
中
の
傍
流
。
ま
た
ド
イ
ツ
文
学
で
も
「
移

民
を
背
景
に
も
つ
作
家
」
を
専
門
と
す
る
の
で
、
こ

れ
ま
た
傍
流
。
そ
の
川
が
流
れ
流
れ
て
中
東
と
い
う

大
河
に
至
る
。
著
書
と
し
て
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

学
の
動
向
』（
共
著
、中
央
大
学
出
版
、一
九
九
六
年
）、

『
聖
書
を
彩
る
女
性
た
ち
』（
共
著
、
毎
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
二
年
）、『
知
っ
て
お
き
た
い
ド
イ
ツ
文
学
』

（
共
著
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

鈴
木
　
珠
里　
（
す
ず
き　

し
ゅ
り
）

　

東
京
外
国
語
大
学
地
域
文
化
研
究
科
博
士
課
程
前

期
修
了
。
現
代
イ
ラ
ン
に
お
け
る
女
性
詩
人
の
作
品

を
中
心
に
研
究
。
中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
・
上
智

大
学
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
ペ
ル
シ
ア
語

の
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。
主
な
出
版
物
と
し
て
、

ジ
ャ
ー
レ
（
本
名
、
ア
ー
ラ
ム
＝
タ
ー
ジ
・ 

ガ
ー

エ
ム
マ
ガ
ー
ミ
ー
）『
古
鏡
の
沈
黙
』（
ザ
フ
ラ
ー
・

タ
ー
ヘ
リ
ー
解
説
、共
訳
、未
知
谷
、二
〇
一
二
年
）、

『
現
代
イ
ラ
ン
詩
集
』（
共
編
訳
、
土
曜
美
術
出
版
販

売
、二
〇
〇
九
年
）、『
イ
ラ
ン
を
知
る
た
め
の65

章
』

（
共
編
著
、
明
石
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

存
在
、
―
―
立
ち
上
る
不
在
』（
い
ず
れ
も
「
佐
藤

ま
な
」
名
義
で
日
本
語
字
幕
を
担
当
）
な
ど
。

新
郷
　
啓
子 

（
し
ん
ご
う　

け
い
こ
）

　

一
九
五
〇
年
生
ま
れ
。
フ
ラ
ン
ス
そ
し
て
ス
ペ
イ

ン
に
暮
ら
し
て
四
十
二
年
経
ち
ま
す
。『
中
東
現
代

文
学
選
２
０
１
６
』
で
西
サ
ハ
ラ
の
詩
人
の
手
記
を

抄
訳
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
二
度
目
の
参
加
と
な

り
ま
す
。
今
号
で
は
、
西
サ
ハ
ラ
（
旧
ス
ペ
イ
ン
領

サ
ハ
ラ
）の
ス
ペ
イ
ン
人
引
揚
者
が
書
い
た
物
語
と
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
新
人
作
家
の
小
説
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
翻
訳
作
業
の
終
了
か
ら
月
日
を
経
て
、
自
分

が
日
常
生
活
で
つ
ぶ
や
く
独
り
言
の
中
に
、
作
中
人

物
た
ち
の
台
詞
が
口
を
つ
い
て
出
る
こ
と
が
あ
り
、

「
交
流
」
の
不
思
議
な
作
用
を
味
わ
い
ま
す
。
著
書

『
蜃
気
楼
の
共
和
国
？
』（
現
代
企
画
室
、
一
九
九
三

年
）、『
抵
抗
の
轍
』（
イ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
出
版
会
、

二
〇
一
九
年
）。共
訳
書『
チ
ヱ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
犯
罪
』

（
緑
風
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

鈴
木
　
克
己　
（
す
ず
き　

か
つ
み
）

　

一
九
六
四
年
生
ま
れ
。
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
教

授
。
医
学
部
医
学
科
に
籍
を
置
い
て
い
る
が
、
医
師

で
は
な
い
。
大
学
で
は
ド
イ
ツ
語
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

化
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
医
学
を

―
―
キ
ュ
ー
バ
の
文
学
を
読
む
』（
松
籟
社
、

二
〇
一
八
年
）、
翻
訳
書
と
し
て
、
フ
ア
ン
・
ガ
ブ

リ
エ
ル
・
バ
ス
ケ
ス
『
コ
ス
タ
グ
ア
ナ
秘
史
』（
水

声
社
、
二
〇
一
六
年
）、
カ
ル
ラ
・
ス
ア
レ
ス
『
ハ

バ
ナ
零
年
』（
共
和
国
、
二
〇
一
九
年
）、
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
ガ
レ
ア
ー
ノ
『
日
々
の
子
ど
も
た
ち　

あ
る
い
は
３
６
６
篇
の
世
界
史
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
九
年
）
が
あ
り
ま
す
。

佐
藤
　
愛
（
さ
と
う 

ま
な
）

　

一
九
九
〇
年
生
ま
れ
。
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
中
心
と

し
た
難
民
・
移
民
に
よ
る
英
語
文
学
に
関
心
が
あ
る
。

現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
英
日
翻
訳
者
と
し
て
映
像
作

品
、
論
文
、
ゲ
ー
ム
等
の
翻
訳
を
手
が
け
つ
つ
、
米

国
現
代
詩
に
あ
ら
わ
れ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
体
験
や

「hom
e

」
の
あ
り
方
に
注
目
し
て
い
る
。

　

論
文
に
「
在
米
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
詩
人
ス
ヘ
イ
ル
・

ハ
ン
マ
ー
ド
に
お
け
る
『
パ
レ
ス
チ
ナ
』
―
―
記
憶

の
継
承
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
パ
レ
ス

チ
ナ
人
に
な
る
こ
と
」（
修
士
論
文
、二
〇
一
八
年
）、

「
未
来
の
パ
レ
ス
チ
ナ
―
―
在
米
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
詩

人
ス
ヘ
イ
ル
・
ハ
ン
マ
ー
ド
に
お
け
る 'hom

e' 

と 
'people'

」（『
日
本
中
東
学
会
年
報
』
第
三
四
―
二
号
、

二
〇
一
八
年
）。
翻
訳
作
品
に
セ
ル
ビ
ア
映
画
『
鉄

道
運
転
士
の
花
束
』、
レ
バ
ノ
ン
映
画
『
消
さ
れ
た
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田
浪
　
亜
央
江　
（
た
な
み　

あ
お
え
）

　

東
京
外
国
語
大
学
ア
ラ
ビ
ア
語
学
科
時
代
に
シ
リ

ア
に
留
学
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
の
家
庭
に
下
宿
し

て
以
降
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
き

ま
し
た
。
一
橋
大
学
言
語
社
会
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。
博
士
課
程
在
学
中
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ア
ラ
ブ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
調
査
を
目
的
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
留

学
す
る
も
の
の
、
博
論
を
提
出
し
な
い
ま
ま
気
が
つ

け
ば
生
活
に
追
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
国
際
交
流
基
金

中
東
担
当
専
門
員
、
非
常
勤
講
師
、
成
蹊
大
学
ア
ジ

ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
を
経
て
、

二
〇
一
七
年
に
広
島
に
移
り
、
広
島
市
立
大
学
国
際

学
部
で
教
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

ま
ず
オ
ス
マ
ン
末
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
パ
レ

ス
チ
ナ
人
の
ワ
タ
ン
意
識
の
変
遷
に
つ
い
て
、「
移

動
」
を
切
り
口
に
考
え
る
こ
と
。
二
つ
目
は
現
代
パ

レ
ス
チ
ナ
の
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト
。
そ
し
て
三

つ
目
と
し
て
は
、
地
元
に
あ
る
広
島
朝
鮮
学
校
卒
業

生
ら
と
接
点
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
中
途
半
端
な
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ア
ラ
ブ
人
に
つ
い
て
の
研
究
を
再
開
し
ま
し

た
。
在
日
朝
鮮
人
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ア
ラ
ブ
人
の
文

学
や
ア
ー
ト
を
比
較
す
る
視
点
で
見
て
み
る
と
、
気

が
付
く
こ
と
が
多
い
で
す
。

中
村
　
菜
穂　
（
な
か
む
ら　

な
ほ
）

　

一
九
八
一
年
生
ま
れ
。
郷
里
岩
手
を
離
れ
て
大
阪

外
国
語
大
学
で
ペ
ル
シ
ア
語
を
学
び
、
東
京
外
国
語

大
学
大
学
院
に
進
学
、
二
十
世
紀
の
詩
人
ナ
ー
デ
ル

プ
ー
ル
の
生
涯
と
詩
の
研
究
か
ら
、
修
辞
学
、
現

代
詩
壇
・
批
評
の
移
り
変
わ
り
に
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
文
学
史
の
分
岐
点
で
あ
る

一
九
二
〇
年
前
後
の
文
学
状
況
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
目
論
ん
で
約
十
年
、
近
代
の
立
憲
革
命
詩
人
た

ち
の
詩
作
と
生
涯
を
辿
っ
た
博
士
論
文
を
二
〇
二
〇

年
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、『
イ
ラ
ン
と
イ
ス

ラ
ム
』（
森
茂
男
編
、
春
風
社
、
二
〇
一
〇
年
）、

『
現
代
イ
ラ
ン
詩
集
』（
共
訳
、
土
曜
美
術
社
出
版
販

売
、
二
〇
〇
九
年
）、
ジ
ャ
ー
レ
（
本
名
、
ア
ー
ラ

ム
＝
タ
ー
ジ
・ 

ガ
ー
エ
ム
マ
ガ
ー
ミ
ー
）『
古
鏡
の

沈
黙
』（
ザ
フ
ラ
ー
・
タ
ー
ヘ
リ
ー
解
説
、
共
訳
、

未
知
谷
、
二
〇
一
二
年
）、『
イ
ラ
ン
研
究
万
華
鏡
』

（
共
編
、
東
洋
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）、『
世
界
の

文
学
、
文
学
の
世
界
』（
奥
彩
子
ほ
か
編
、
松
籟
社
、

二
〇
二
〇
年
）
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
の

文
学
を
読
む
こ
と
と
日
本
語
で
伝
え
る
こ
と
を
目
指

す
日
々
で
す
。

野
中
　
葉
（
の
な
か 

よ
う
）

　

東
京
都
出
身
。
二
〇
一
一
年
慶
應
義
塾
大
学
政

策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
後
期
博
士
課
程
修
了
、
博
士

号
取
得
（
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
）。
高
校
時
代
に
一
年

間
留
学
し
て
以
来
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
魅
力
に
取
り

つ
か
れ
、
専
門
は
地
域
研
究
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）。

主
な
関
心
は
同
地
域
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
受
容

や
実
践
と
そ
の
広
が
り
。
文
学
を
専
門
に
研
究
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
現
代
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
社
会
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
表
象
に
関
心

が
あ
り
、
特
に
、
若
者
や
女
性
た
ち
に
向
け
に
書

か
れ
、
読
ま
れ
て
い
る
小
説
に
は
注
目
し
て
い
ま

す
。
主
な
業
績
に
、『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ム
ス
リ
ム

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
―
―
な
ぜ
イ
ス
ラ
ー
ム
の
女
性
た

ち
の
ヴ
ェ
ー
ル
は
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
た
の
か
』（
福

村
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ム
ス

リ
マ
活
動
家
た
ち
の
結
集
―
― 

世
界
的
に
稀
な
女

性
ウ
ラ
マ
ー
会
議
開
催
」
鷹
木
恵
子
編
『
越
境
す

る
社
会
運
動　

イ
ス
ラ
ー
ム
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
シ

リ
ー
ズ 

第
２
巻
』（
明
石
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）、

"Islam
ic N

ovels: Popularizing Islam
ic Values", 

A
iko K

urasaw
a and W

illiam
 B

radley H
orton 

eds. C
onsum

ing Indonesia – C
onsum

ption in 

Indonesia in the Early 21st C
entury: 193 – 215, 

Jakarta: G
ram

edia, 2015

、「
イ
ス
ラ
ー
ム
短
編
小

説
の
広
が
り
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
女
性
た
ち
の
イ
ス
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社
、
二
〇
一
四
年
）
を
出
版
。
そ
の
後
、
二
〇
一
九

年
に
大
同
生
命
国
際
文
化
基
金
ア
ジ
ア
の
現
代
文
芸

シ
リ
ー
ズ
の
イ
ラ
ン
第
一
作
と
し
て
上
梓
し
た
『
ゾ

ヤ
・
ピ
ー
ル
ザ
ー
ド
選
集　

復
活
祭
前
日
』
で
、

二
〇
二
〇
年
度
日
本
翻
訳
家
協
会
翻
訳
特
別
賞
受
賞
。

細
田
　
和
江　
（
ほ
そ
だ　

か
ず
え
）

　

大
学
共
同
利
用
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
・
総
合

人
間
文
化
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
員
／
東
京
外
国

語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
特
任

助
教
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
文
学
・
文
化
を
中
心
に
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
な
ど
複
数
の

言
語
の
使
用
・
影
響
を
持
つ
多
言
語
文
化
に
関
心
が

あ
る
。
翻
訳
に
サ
イ
イ
ド
・
カ
シ
ュ
ー
ア
「
ヘ
ル
ツ

ル
真
夜
中
に
消
え
る
」（
秋
草
俊
一
郎
ほ
か
編
『
世

界
文
学
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』、
三
省
堂
、
二
〇
一
九
年
）、

エ
ト
ガ
ル
・
ケ
レ
ッ
ト
「
た
っ
た
の
十
九
・
九
九
シ

ェ
ケ
ル
（
税
、送
料
込
）
で
」（
奥
彩
子
ほ
か
編
『
世

界
の
文
学
・
文
学
の
世
界
』、
松
籟
社
、
二
〇
二
〇
年
）

が
あ
る
。

宮
下
　
遼 

（
み
や
し
た　

り
ょ
う
）

　

一
九
八
一
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大

学
ト
ル
コ
語
専
攻
科
卒
業
、
東
京
大
学
大
学
院
博
士

藤
井
　
光
（
ふ
じ
い　

ひ
か
る
）

　

一
九
八
〇
年
大
阪
府
高
槻
市
生
ま
れ
。
北
海
道

で
学
ん
だ
九
年
間
、
京
都
で
教
え
た
十
二
年
間
を
経

て
、
現
在
は
東
京
大
学
文
学
部
・
人
文
社
会
系
研
究

科
准
教
授
。
専
門
は
現
代
ア
メ
リ
カ
小
説
で
す
が
、

二
十
一
世
紀
の
移
民
作
家
た
ち
の
翻
訳
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
最
近
は
東
ア
ジ
ア
の
英
語
文
学
が
抱
え
込

ん
だ
屈
折
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の
訳
書
は
リ

ン
・
マ
ー
『
断
絶
』（
白
水
社
、
二
〇
二
一
年
）、
ア

ル
フ
ィ
ア
ン
・
サ
ア
ッ
ト
『
マ
レ
ー
素
描
集
』（
書

肆
侃
侃
房
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
、
し
ば
ら
く
東
ア

ジ
ア
と
関
連
す
る
仕
事
が
続
き
ま
す
。

藤
元
　
優
子　
（
ふ
じ
も
と　

ゆ
う
こ
）

　

留
学
中
に
一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
革
命
に
遭
遇
、

全
学
ス
ト
の
暇
に
飽
か
し
て
書
店
巡
り
、
手
に
取
っ

た
小
説
が
き
っ
か
け
で
現
代
文
学
の
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
歩
は
ジ
ャ
ラ
ー

ル
・
ア
ー
レ
＝
ア
フ
マ
ド
と
い
う
社
会
派
作
家
を

扱
っ
た
が
、
近
年
は
元
気
な
女
性
作
家
群
に
焦
点
を

当
て
て
研
究
し
て
き
た
。
若
い
同
僚
た
ち
と
『
す
ば

る
』（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
号
）
に
「
イ
ラ
ン
女
性

文
学
」
特
集
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
七
人
の
作
家
の
作
品
を
一
編
ず
つ
集
め
た
訳

書 

『
天
空
の
家
―
イ
ラ
ン
女
性
作
家
選
―
』（
段
々

ラ
ー
ム
覚
醒
」『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』

87
号
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

福
田
　
義
昭　
（
ふ
く
だ　

よ
し
あ
き
）　

　

一
九
六
九
年
生
ま
れ
。
大
阪
外
国
語
大
学
大
学

院
・
博
士
後
期
課
程
修
了
。
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ア
ラ
ブ

文
学
。
現
在
、
大
阪
大
学
大
学
院
・
言
語
文
化
研
究

科
准
教
授
。
二
十
代
の
こ
ろ
、
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア

に
そ
れ
ぞ
れ
二
年
ほ
ど
暮
ら
し
ま
し
た
。
両
国
に
大

き
な
愛
着
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
読
ん
で
い
る
文
学

作
品
は
エ
ジ
プ
ト
に
偏
り
が
ち
で
、
シ
リ
ア
の
作
家

は
少
し
し
か
読
ん
で
い
ま
せ
ん
（
か
つ
て
ダ
マ
ス
カ

ス
の
居
酒
屋
で
出
逢
っ
た
初
対
面
の
私
に
「
読
ん
で

気
に
入
れ
ば
よ
し
、
気
に
入
ら
な
か
っ
た
ら
俺
に
手

紙
を
よ
こ
せ
」
と
言
っ
て
自
作
の
短
篇
集
を
く
れ
た

ラ
ッ
カ
出
身
の
作
家
は
い
ま
ど
こ
で
何
を
し
て
い
る

の
か
、
ふ
と
気
に
な
り
ま
す
）。
地
元
神
戸
に
暮
ら

し
て
い
た
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
外
国
人
ム
ス
リ

ム
の
こ
と
も
調
べ
て
い
ま
す
。
近
著
は
『
昭
和
文
学

の
な
か
の
在
日
ム
ス
リ
ム
』（A

CRI　

Research 
Paper Series16

、
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
、

二
〇
二
〇
年
）、『
例
文
で
学
ぶ
ア
ラ
ビ
ア
語
単
語
集
』

（
共
著
、
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
で
す
。
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を
取
得
し
た
が
、
現
在
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
再
考
せ
ね
ば
と
思
い

つ
つ
、
再
び
脚
本
家
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
、
さ
る

私
塾
の
講
座
で
脚
本
作
法
の
講
師
を
し
て
い
る

山
本
　
薫　
（
や
ま
も
と　

か
お
る
）

　

ア
ラ
ブ
文
学
研
究
。
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策

学
部
専
任
講
師
。
一
九
八
九
―
九
〇
年
に
シ
リ
ア
、

一
九
九
七
―
二
〇
〇
〇
年
に
エ
ジ
プ
ト
へ
長
期
留

学
。
二
〇
〇
二
年
に
『
前
イ
ス
ラ
ー
ム
期
ア
ラ
ブ
の

盗
賊
・ 

無
頼
詩
人
サ
ア
ー
リ
ー
ク
ー
逆
転
世
界
の

ヒ
ー
ロ
ー
』
で
東
京
外
国
語
大
学
よ
り
博
士
号
（
文

学
）
取
得
。
訳
書
に
エ
ミ
ー
ル
・
ハ
ビ
ー
ビ
ー
『
悲

楽
観
屋
サ
イ
ー
ド
の
失
踪
に
ま
つ
わ
る
奇
妙
な
出
来

事
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
ラ
シ
ー
ド 

・
ダ

イ
ー
フ
「
眠
気
と
眠
り
の
あ
い
だ
の
狙
わ
れ
た
空

隙
」（
中
東
現
代
文
学
研
究
会
編
『
中
東
現
代
文
学

選 

２
０
１
２
』
収
録
、
抄
訳
）。
エ
ジ
プ
ト
や
パ
レ

ス
チ
ナ
を
中
心
に
、
文
学
以
外
に
も
音
楽
や
映
画
な

ど
、
ア
ラ
ブ
圏
の
文
化
・
芸
術
に
つ
い
て
幅
広
く
研

究
・
紹
介
を
行
う
。

究
所
共
同
研
究
員
。
訳
書
にR

ihla m
a‛al-H

aiku 

（H
assan‛A

bbas

と
の
共
訳
。D

im
ashq : D

ar A
lif 

li-Thaqafa w
a al-N

ashr. 2008

）、
ザ
カ
リ
ー
ヤ
ー
・

タ
ー
ミ
ル
『
酸
っ
ぱ
い
ブ
ド
ウ
／
は
り
ね
ず
み
』（
白

水
社
、
二
〇
一
八
年
）、
サ
マ
ル
・
ヤ
ズ
ベ
ク
『
無

の
国
の
門
―
―
引
き
裂
か
れ
た
祖
国
シ
リ
ア
へ
の

旅
』（
白
水
社
、
二
〇
二
〇
年
）、
ア
フ
マ
ド
・
サ
ア

ダ
ー
ウ
ィ
ー
『
バ
グ
ダ
ー
ド
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
』（
集
英
社
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
。
今
回
の

翻
訳
は
、二
〇
二
一
年
三
月
に
逝
去
し
た
フ
ラ
ン
ス
・

ア
ラ
ブ
研
究
所
（
ダ
マ
ス
カ
ス
）
で
の
恩
師
、
ハ
ッ

サ
ン
・
ア
ッ
バ
ー
ス
先
生
に
捧
げ
ま
す
。
私
た
ち
に

文
化
の
力
を
教
え
て
く
れ
た
先
生
で
し
た
。

山
根
　
美
奈　
（
や
ま
ね　

み
な
）

　　

一
九
四
五
年
、
島
根
県
に
生
ま
れ
る
。
日
本
大
学

芸
術
学
部
映
画
学
科
卒
業
後
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作

の
演
出
助
手
か
ら
脚
本
家
に
な
っ
た
。
そ
の
ハ
ー
ド

ワ
ー
ク
の
慰
め
と
し
て
イ
タ
リ
ア
へ
通
う
こ
と
に
な

り
、
イ
タ
リ
ア
人
家
族
の
知
己
を
得
て
、
五
〇
年
近

い
交
流
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
人
か
ら
、
ソ

マ
リ
ア
人
や
イ
ン
ド
人
移
民
が
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
集

を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、「
イ
タ

リ
ア
の
現
代
の
移
民
」
に
つ
い
て
、
京
都
大
学
大
学

院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
に
入
学
、
研
究
を
始
め

た
。
二
〇
二
〇
年
、
同
大
博
士
（
人
間
・
環
境
学
）

後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
。
現
在
は
大
阪
大
学
言
語

文
化
研
究
科
准
教
授
。
専
門
は
ト
ル
コ
文
学
（
史
）、

文
化
史
。
単
著
に
『
多
元
性
の
都
市
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
：
近
世
オ
ス
マ
ン
帝
都
の
都
市
空
間
と
詩
人
、

庶
民
、
異
邦
人
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八

年
）、『
無
名
亭
の
夜
』（
講
談
社
、
二
〇
一
五

年
）、
編
著Shaping The Field of Translation: 

In Japanese 

↕Turkish C
ontexts （B

erlin, Peter 

Lang, 2019

）、
訳
書
に
オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク
『
無
垢

の
博
物
館
』、『
わ
た
し
の
名
は
赤 

〈
新
訳
文
庫
版
〉』、 

『
雪 

〈
新
訳
文
庫
版
〉』、『
僕
の
違
和
感
』、『
赤
い
髪

の
女
』（
早
川
書
房
）
他
。

森
　
晋
太
郎 

（
も
り　

し
ん
た
ろ
う
）

　　

一
九
六
七
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
ア
ラ
ビ
ア
語
通

訳
・ 

翻
訳
者
、
東
京
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師
。

シ 

リ
ア
の
ダ
マ
ス
カ
ス
に
一
九
八
九
年
か
ら
二
年

間
、
レ
バ
ノ
ン
の
ベ
イ
ル
ー
ト
に
一
九
九
九
年
か
ら

二
年
間
留
学
。
こ
の
二
つ
の
国
を
中
心
に
ア
ラ
ブ
近

現
代
文
芸
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

柳
谷
　
あ
ゆ
み
（
や
な
ぎ
や　

あ
ゆ
み
）

　

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
文
学
研

究
科
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。（
公
財
）

東
洋
文
庫
研
究
員
／
上
智
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
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